
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の楽曲と各楽曲の記録位置を識別するための記録位置情報とが記録された記録媒体
から楽曲を再生する順序を示す順序パターンを作成するパターン作成手段と、
　前記パターン作成手段により作成された順序パターンが示す再生順序に従って前記記録
媒体から楽曲を再生する再生手段とを備え、
　前記パターン作成手段は、順序パターンが示す複数の再生順番のうちの少なくとも１つ
に対して、前記記録媒体に記録されている楽曲を、記録位置情報に基づいて複数指定

　前記再生手段は、前記パターン作成手段により複数の楽曲が指定された再生順番におい
て、指定された複数の楽曲を、記録位置情報に基づいた順序に従って再生する

　ことを特徴とする楽曲再生装置。
【請求項２】
　前記パターン作成手段は、順序パターンが示す再生順番において最初に再生する楽曲の
記録位置を識別するための記録位置情報と最後に再生する楽曲の記録位置を識別するため
の記録位置情報とを指定することにより、該再生順番に対して複数の楽曲を指定する、
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する
手段とともに、順序パターンが示す再生順番に対して楽曲を指定すると、当該再生順番に
指定した楽曲からランダムに楽曲を選択する回数を設定するランダム設定手段を備え、

機能と、前
記パターン作成手段により楽曲が指定された再生順番において、前記ランダム設定手段に
より設定された回数だけ、指定された楽曲からランダムに選択して再生する機能とを備え
る、



　ことを特徴とする請求項１に記載の楽曲再生装置。
【請求項３】
　前記再生手段は、 前記パタ
ーン作成手段により複数の楽曲が指定された再生順番において、最初に再生する楽曲の記
録位置を識別するための記録位置情報と最後に再生する楽曲の記録位置を識別するための
記録位置情報のいずれが大きな値を示すかを判別し、最後に再生する楽曲の記録位置を識
別するための記録位置情報が大きな値を示すと判別すると、該再生順番に対して指定され
た複数の楽曲を、記録位置情報が増加する順に再生し、最初に再生する楽曲の記録位置を
識別するための記録位置情報が大きな値を示すと判別すると、該再生順番に対して指定さ
れた複数の楽曲を、記録位置情報が減少する順に再生する 、
　ことを特徴とする請求項２に記載の楽曲再生装置。
【請求項４】
　前記パターン作成手段は、順序パターンが示す再生順番に対して楽曲を指定すると、当
該再生順番に指定した楽曲を繰り返し再生する回数を設定するリピート再生設定手段を備
え、
　前記再生手段は、前記パターン作成手段により楽曲が指定された再生順番において、前
記リピート再生設定手段により設定された回数だけ、指定された楽曲を繰り返し再生する

、
　ことを特徴とする請求項１、２又は３に記載の楽曲再生装置。
【請求項５】
　記録媒体に複数の区画に分割して記録されている情報の再生順番を区画単位で示す順序
パターンを作成する

パター
ン作成手段と、
　前記パターン作成手段により作成された順序パターンが示す再生順序に従って前記記録
媒体から情報を再生する再生手段と

を備
え、

前記再生手段は、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報が指定され
た再生順番において、指定された情報を、前記記録媒体にて区画が連続する順序に従って
再生する

、
　ことを特徴とする情報再生装置。
【請求項６】
　記録媒体に複数の区画に分割して記録されている情報の再生順番を区画単位で示す順序
パターンを作成する

パター
ン作成ステップと、
　前記パターン作成ステップにて作成した順序パターンが示す再生順序に従って前記記録
媒体から情報を再生する再生ステップと

を
備え、

前記再生ステップは、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報が指定
された再生順番において、指定された情報を、前記記録媒体にて区画が連続する順序に従
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記録位置情報に基づいた順序に従って再生する機能として、

機能を備える

機能を備える

とともに、順序パターンが示す複数の再生順番のうちの少なくとも１
つに対して、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報を指定する

、
　前記パターン作成手段により順序パターンが示す再生順番に対して連続する複数の区画
に記録されている情報が指定されると、当該再生順番に指定された情報が記録されている
複数の区画のうちからランダムに区画を選択する回数を設定するランダム設定手段と

　

機能と、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報が指定された
再生順番において、指定された情報が記録された複数の区画のうちから前記ランダム設定
手段により設定された回数だけランダムに区画を選択し、選択した区画に記録されている
情報を再生する機能とを備える

とともに、順序パターンが示す複数の再生順番のうちの少なくとも１
つに対して、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報を指定する

、
　前記パターン作成ステップにて順序パターンが示す再生順番に対して連続する複数の区
画に記録されている情報を指定すると、当該再生順番に指定した情報が記録されている複
数の区画のうちからランダムに区画を選択する回数を設定するランダム設定ステップと

　



って再生する

、
　ことを特徴とする情報再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、記録媒体に記録された情報を指定された順序に従って再生する情報再生装置
と情報再生方法に係り、特に、記録された情報の再生順序を容易に指定することができる
情報再生装置と情報再生方法及びこれらを利用した楽曲再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
楽曲や映像といった情報をディジタル化して記録する記録媒体として、ＣＤ（ Compact Di
sc）やＭＤ（ Mini Disc）、ＣＤ－ＲＯＭ（ CD-Read Only Memory）、ＤＶＤ（ Digital Ve
rsatile Disc）、携帯型フラッシュメモリ等が知られている。
【０００３】
これらの記録媒体は、従来のカセットテープやビデオテープ等のテープ状記録媒体に比べ
、所望の情報に迅速にアクセスすることができる。そこで、こうした記録媒体に記録され
ている情報を再生する情報再生装置には、ユーザが指定した順序に従って情報を再生する
ことで、情報の柔軟な再生を可能とするものがある。
【０００４】
すなわち、例えば複数のディスク状記録媒体に記録されている情報を再生する際、このよ
うな情報再生装置は、ユーザのキー入力により、楽曲や映像等の情報を再生する順序を、
ディスク番号や、トラック番号を指定して任意に設定することができる。
ここで、トラック番号は、記録媒体に記録されている１曲分の楽曲情報や所定の分量の映
像情報に付された、情報を識別するための番号である。
【０００５】
そして、このような情報再生装置は、設定された再生順序を記憶しておき、ユーザがキー
入力部等から情報の再生を指示すると、記憶している再生順序に従って記録媒体から情報
を再生する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来の情報再生装置では、情報の再生順序を設定する際、トラック番号といった記録
媒体に記録されている情報を識別するためのコードを、１つの再生順番に対して１つずつ
指定して再生する順序を設定しなければならなかった。
【０００７】
このような従来の情報再生装置によると、同一の記録媒体に記録された複数の楽曲を、ト
ラック番号が増加する順に再生させる場合にも、ユーザは、１曲毎にトラック番号を指定
して再生順序を設定しなければならず、面倒であった。
また、例えば、同一の楽曲を複数回繰り返し再生（リピート再生）させる場合にも、ユー
ザは、その楽曲のトラック番号を、連続して再生させる回数分だけ入力して設定しなけれ
ばならず、面倒であった。
【０００８】
この発明は、上記実状に鑑みてなされたものであり、簡単な設定により記録媒体に記録さ
れた情報の再生順序を設定することができ、情報の柔軟な再生を可能とする情報再生装置
を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するべく、この発明の第１の観点に係る楽曲再生装置は、
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第１再生動作と、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報
が指定された再生順番において、指定された情報が記録された複数の区画のうちから前記
ランダム設定ステップにて設定した回数だけランダムに区画を選択し、選択した区画に記
録されている情報を再生する第２再生動作とを行う



　複数の楽曲と各楽曲の記録位置を識別するための、例えばトラック番号やチャプター番
号といった、記録位置情報とが記録された記録媒体から楽曲を再生する順序を示す順序パ
ターンを作成するパターン作成手段と、
　前記パターン作成手段により作成された順序パターンが示す再生順序に従って前記記録
媒体から楽曲を再生する再生手段とを備え、
　前記パターン作成手段は、順序パターンが示す複数の再生順番のうちの少なくとも１つ
に対して、前記記録媒体に記録されている楽曲を、記録位置情報に基づいて複数指定

　前記再生手段は、前記パターン作成手段により複数の楽曲が指定された再生順番におい
て、指定された複数の楽曲を、記録位置情報に基づいた順序に従って再生する

　ことを特徴とする。
【００１０】
この発明によれば、パターン作成手段は、記録媒体に記録されている楽曲を、各楽曲の記
録位置を識別するための記録位置情報に基づいて、順序パターンが示す１つの再生順番に
対して複数指定することができ、再生手段は、複数の楽曲が指定された再生順番において
、指定された複数の楽曲を記録位置情報に基づいた順序（例えば、トラック番号が増加す
る順）に従って再生することができる。
これにより、楽曲を連続する順序に従って再生する場合に、簡単に再生順序を設定するこ
とができる。
【００１１】
より具体的には、前記パターン作成手段は、順序パターンが示す再生順番において最初に
再生する楽曲の記録位置を識別するための記録位置情報と最後に再生する楽曲の記録位置
を識別するための記録位置情報とを指定することにより、該再生順番に対して複数の楽曲
を指定することが望ましい。
【００１２】
　また、前記再生手段は、 前
記パターン作成手段により複数の楽曲が指定された再生順番において、最初に再生する楽
曲の記録位置を識別するための記録位置情報と最後に再生する楽曲の記録位置を識別する
ための記録位置情報のいずれが大きな値を示すかを判別し、最後に再生する楽曲の記録位
置を識別するための記録位置情報が大きな値を示すと判別すると、該再生順番に対して指
定された複数の楽曲を、記録位置情報が増加する順に再生し、最初に再生する楽曲の記録
位置を識別するための記録位置情報が大きな値を示すと判別すると、該再生順番に対して
指定された複数の楽曲を、記録位置情報が減少する順に再生する ことが望ま
しい。
【００１３】
　前記パターン作成手段は、順序パターンが示す再生順番に対して楽曲を指定すると、当
該再生順番に指定した楽曲を繰り返し再生する回数を設定するリピート再生設定手段を備
え、
　前記再生手段は、前記パターン作成手段により楽曲が指定された再生順番において、前
記リピート再生設定手段により設定された回数だけ、指定された楽曲を繰り返し再生する

ことが望ましい。
　これにより、１つの再生順番に対して複数の楽曲を簡単に指定することができると共に
、指定した複数の楽曲を所定の回数だけ繰り返し再生することができ、楽曲の再生順序の
指定が簡単となると共に、柔軟な再生が可能となる。
【００１５】
　また、この発明の第２の観点に係る情報再生装置は、
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する
手段とともに、順序パターンが示す再生順番に対して楽曲を指定すると、当該再生順番に
指定した楽曲からランダムに楽曲を選択する回数を設定するランダム設定手段を備え、

機能と、前
記パターン作成手段により楽曲が指定された再生順番において、前記ランダム設定手段に
より設定された回数だけ、指定された楽曲からランダムに選択して再生する機能とを備え
る、

記録位置情報に基づいた順序に従って再生する機能として、

機能を備える

機能を備える



　記録媒体に複数の区画に分割して記録されている情報の再生順番を区画単位で示す順序
パターンを作成する

パター
ン作成手段と、
　前記パターン作成手段により作成された順序パターンが示す再生順序に従って前記記録
媒体から情報を再生する再生手段と

を備
え、

前記再生手段は、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報が指定され
た再生順番において、指定された情報を、前記記録媒体にて区画が連続する順序に従って
再生する

、
　ことを特徴とする。
【００１６】
この発明によれば、パターン作成手段は、記録媒体の連続する区画に記録されている情報
を順序パターンが示す１つの再生順番に対して指定することができ、再生手段は、連続す
る区画に記録されている情報が指定された再生順番において、指定された情報を、区画が
連続する順序に従って再生することができる。
これにより、情報を記録媒体上の区画が連続する順序に従って再生する場合に、簡単に再
生順序を設定することができる。
【００２０】
　また、この発明の第３の観点に係る情報再生方法は、
　記録媒体に複数の区画に分割して記録されている情報の再生順番を区画単位で示す順序
パターンを作成する

パター
ン作成ステップと、
　前記パターン作成ステップにて作成した順序パターンが示す再生順序に従って前記記録
媒体から情報を再生する再生ステップと

を
備え、

前記再生ステップは、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報が指定
された再生順番において、指定された情報を、前記記録媒体にて区画が連続する順序に従
って再生する

、
　ことを特徴とする。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下に、図面を参照して、この発明の実施の形態に係る情報再生装置を、楽曲再生装置に
応用した場合について詳細に説明する。
【００２４】
図１は、この発明の実施の形態に係る楽曲再生装置１００の構成を示す図である。
この楽曲再生装置１００は、ユーザから指定された再生順序で複数の記録媒体ＲＭに記録
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とともに、順序パターンが示す複数の再生順番のうちの少なくとも１
つに対して、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報を指定する

、
　前記パターン作成手段により順序パターンが示す再生順番に対して連続する複数の区画
に記録されている情報が指定されると、当該再生順番に指定された情報が記録されている
複数の区画のうちからランダムに区画を選択する回数を設定するランダム設定手段と

　

機能と、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報が指定された
再生順番において、指定された情報が記録された複数の区画のうちから前記ランダム設定
手段により設定された回数だけランダムに区画を選択し、選択した区画に記録されている
情報を再生する機能とを備える

とともに、順序パターンが示す複数の再生順番のうちの少なくとも１
つに対して、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報を指定する

、
　前記パターン作成ステップにて順序パターンが示す再生順番に対して連続する複数の区
画に記録されている情報を指定すると、当該再生順番に指定した情報が記録されている複
数の区画のうちからランダムに区画を選択する回数を設定するランダム設定ステップと

　

第１再生動作と、前記記録媒体の連続する複数の区画に記録されている情報
が指定された再生順番において、指定された情報が記録された複数の区画のうちから前記
ランダム設定ステップにて設定した回数だけランダムに区画を選択し、選択した区画に記
録されている情報を再生する第２再生動作とを行う



された楽曲を再生することができる。
【００２５】
楽曲再生装置１００は、複数の記録媒体ＲＭを保持している、例えばチェンジャー等のス
ロット番号もしくはトレイ番号等により、各記録媒体ＲＭを識別している。また、記録媒
体ＲＭには、複数の楽曲が１曲毎に分割されて複数の区画に記録されており、各楽曲には
曲番として、例えば、トラック番号（ Track No.）等が付されている。
【００２６】
ここで、記録媒体ＲＭが１曲分の楽曲を記録する区画としては、物理的に区切られた記録
媒体ＲＭ上の領域であってもよいし、例えばＭＤ（ Mini Disc）等においてしばしば見ら
れるように、物理的には分離した記録媒体ＲＭ上の領域を論理的に結合することにより楽
曲再生装置１００が楽曲を再生する際に１曲分として認識する、論理的に割り当てられた
領域であってもよい。
【００２７】
この楽曲再生装置１００は、このような複数の記録媒体ＲＭに記録された楽曲を再生する
ためのものであり、図１に示すように、キー入力部１０と、表示部１１と、プログラム処
理部１２と、楽曲再生処理部１３とを備えている。
【００２８】
キー入力部１０は、キーパッド等から構成され、この楽曲再生装置１００への命令入力部
であり、楽曲再生装置１００が記録媒体ＲＭから楽曲を再生する順序を設定するためのデ
ータを入力するためのものである。
【００２９】
表示部１１は、ＬＣＤ（ Liquid Crystal Display）等から構成され、プログラム処理部１
２や楽曲再生処理部１３の処理結果を表示するためのものである。
【００３０】
プログラム処理部１２は、ＲＡＭ（ Random Access Memory）及びＲＯＭ（ Read Only Memo
ry）を備えたＣＰＵ（ Central Processing Unit）等から構成され、記録媒体ＲＭから楽
曲を再生する際の再生順序を設定するためのものであり、プログラム記憶部２０を備えて
いる。
【００３１】
プログラム記憶部２０は、プログラム処理部１２が設定した記録媒体ＲＭから楽曲を再生
する際の再生順序を、図２（ａ），（ｂ）に示すようなプログラム表５０として記憶する
ためのものである。
【００３２】
プログラム表５０は、記録媒体ＲＭから楽曲を再生する順番を示す項目「再生順序」を備
え、複数の記録媒体ＲＭのうちで再生する楽曲が記録されている位置を特定するための格
納位置情報Ｄと、記録位置情報Ｔとを記録する。
【００３３】
ここで、格納位置情報Ｄは、再生媒体や記録媒体（例えば、ＣＤ／ＭＤ／ＬＤ（ Laser Di
sc）／ＤＶＤ（ Digital Versatile Disc）等のディスク系や、ＳＤ（ Secure Digital）メ
モリーカード／メモリースティック等の固体メモリー系）全般を、再生もしくは記録する
際に必要な、単一もしくは複数枚のトレーやスロット等を持つ再生（記録）装置における
、ディスク番号（ Disc No.）やトレー番号（ Tray No.）、スロット番号（ Slot No.）等で
ある。
すなわち、格納位置情報Ｄは、記録媒体ＲＭの格納位置を識別するための情報である。
【００３４】
また、記録位置情報Ｔは、再生媒体や記録媒体（例えば、ＣＤ／ＭＤ／ＬＤ／ＤＶＤ等の
ディスク系や、ＳＤメモリーカード／メモリースティック等の固体メモリー系）全般の情
報管理部分上に存在しているトラック番号（ Track No.）やチャプター番号（ Chapter No.
）、その他の情報データ（ファイル、クラスター、セクター、アドレス等）である。
すなわち、記録位置情報は、記録媒体ＲＭにおける情報（楽曲）の記録位置を識別するた
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めの情報である。
【００３５】
図２（ａ）に示すプログラム表５０では、複数の記録媒体ＲＭから楽曲再生装置１００が
楽曲を再生する順番（再生順番）として、項目「再生順序」に”１”から”６”までが固
定して設定されている。すなわち、この楽曲再生装置１００は、記録媒体ＲＭより１番目
に再生する情報から６番目に再生する情報までを順に設定することができる。
【００３６】
また、図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、再生順番として、項目「再生順序」に”
１”から”９”までが固定して設定されている。すなわち、この楽曲再生装置１００は、
記録媒体ＲＭより１番目に再生する情報から９番目に再生する情報までを順に設定するこ
とができる。
このように、項目「再生順序」として設ける欄の数は任意であり、図２（ａ），（ｂ）で
は、例として、６つの欄及び９つの欄を備えている場合を示している。
【００３７】
また、プログラム表５０は、１つの再生順番に対して、トラック番号やチャプター番号等
の記録位置情報Ｔが連続する複数の楽曲を一括して指定することができ、その再生順番に
て最初に再生する楽曲の記録位置を示す記録位置情報Ｔを指定する項目「開始位置」と、
最後に再生する楽曲の記録位置を示す記録位置情報Ｔを指定する項目「終了位置」とを備
えている。
【００３８】
楽曲再生処理部１３は、記録媒体ＲＭに記録された楽曲を再生するためのものであり、キ
ー入力部１０からの再生開始の指示に応じて、プログラム記憶部２０が記憶するプログラ
ム表５０に登録されている曲順に従って記録媒体ＲＭから楽曲を再生する。
【００３９】
以下に、上記構成を有する楽曲再生装置１００の動作を説明する。
この楽曲再生装置１００は、トラック番号（ Track No.）やチャプター番号（ Chapter No.
）といった記録位置情報Ｔが連続する複数の楽曲の再生を一括して指定し、記録媒体ＲＭ
に記録された楽曲を再生する手順を簡単に設定して、記録媒体ＲＭに記録された楽曲の柔
軟な再生を可能とする装置である。
【００４０】
この楽曲再生装置１００は、ＣＤ（ Compact Disc）等のＤＡＤ（ Digital Audio Disc）に
記録された楽曲の再生順序を設定可能な通常の楽曲再生装置と同様に、キー入力部１０か
らの入力により、記録媒体ＲＭから楽曲を再生する順序を設定することができる。
【００４１】
すなわち、プログラム処理部１２は、ユーザがキー入力部１０に備えられた「プログラム
キー」（図示せず）を押下する等して楽曲を再生する順序の設定を指示すると、表示部１
１の表示を切り換える等の所定の処理を実行して、楽曲の再生順序を設定するためのプロ
グラムモードとなる。そして、プログラム処理部１２は、キー入力部１０からの入力に応
じて、プログラム表５０の各欄に楽曲を特定するためのデータを書き込む。
【００４２】
この際、プログラム表５０には、項目「再生順序」が”１”である欄に対応する欄から順
に格納位置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔの書き込みがなされ、楽曲を再生する順序が設定さ
れる。
【００４３】
ここで、プログラム表５０には、１つの再生順番に対して、トラック番号やチャプター番
号等の記録位置情報Ｔが連続する複数の楽曲を一括して指定することができる。そして、
この楽曲再生装置１００は、記録媒体ＲＭに記録された楽曲の再生順序を指定する際に、
記録位置情報Ｔが増加する順又は減少する順に従って順次楽曲を再生することを簡単に指
定することができる。
【００４４】
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例えば、格納位置情報Ｄが”０１”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち
、トラック番号やチャプター番号といった記録位置情報Ｔが”０１”から”０４”までの
ものを記録位置情報Ｔが増加する順に再生させる場合には、プログラム表５０に、図２（
ａ）に示すような設定をする。すなわち、ユーザは、キー入力部１０により、格納位置情
報Ｄとして”０１”を設定した後、記録位置情報Ｔを設定する際、項目「開始位置」に”
０１”を、項目「終了位置」に”０４”をそれぞれ登録する。
【００４５】
これにより、格納位置情報Ｄが”０１”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲の
うち、記録位置情報Ｔが”０１”から”０４”までのものを記録位置情報Ｔが増加する順
に再生する旨を指定することができる。例えば、記録媒体ＲＭがディスク状記録媒体であ
るときに、ディスク番号”０１”のディスクに記録されている楽曲のうち、トラック番号
（ Track No.）が”０１”から”０４”までのものを、トラック番号が増加する順に順次
再生する旨を指定することができる。
【００４６】
また、プログラム処理部１２は、１つの再生順番に対して１曲の楽曲だけが指定された場
合には、項目「開始位置」と項目「終了位置」に、指定された楽曲を示す同一の記録位置
情報Ｔを登録することで、１曲だけが指定されていることを判別できるようにする。
【００４７】
さらに、プログラム処理部１２は、キー入力部１０からの指示により、記録位置情報Ｔを
設定することなく次の再生順番の楽曲についての設定に移行すると、記録位置情報Ｔとし
て”ＮＵＬＬ”を設定する。これにより、プログラム表５０は、この再生順番に対して、
格納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに記録されている全ての楽曲が指定された
ことを記録する。
【００４８】
なお、記録位置情報Ｔとして”ＮＵＬＬ”を設定するのに代えて、項目「開始位置」に”
１”を設定し、項目「終了位置」に、格納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに記
録されている最後の楽曲を示す記録位置情報Ｔ（最終曲のトラック番号等）を設定するよ
うにしてもよい。
【００４９】
このようにして、プログラム処理部１２は、キー入力部１０からの指示に応じて、例えば
図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０を作成したものとする。プログラム処理部１２
は、作成したプログラム表５０を、プログラム記憶部２０に記憶しておく。そして、キー
入力部１０が備える「再生キー」（図示せず）が押下されて楽曲の再生が指示されると、
プログラム処理部１２は、プログラム記憶部２０に記憶されているプログラム表５０を読
み出し、楽曲の再生順序を規定するプログラムとして楽曲再生処理部１３に提供する。
楽曲再生処理部１３は、プログラム処理部１２から受けたプログラム表５０の項目「再生
順序」が”１”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを順次読み取って、
再生する楽曲を特定し、指定された記録媒体ＲＭから再生する。
【００５０】
この際、楽曲再生処理部１３は、記録位置情報Ｔとして”ＮＵＬＬ”が記録されていると
、この再生順番に対して指定された格納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに記録
されている全ての楽曲が指定されたものと判別する。そして、楽曲再生処理部１３は、格
納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲を、１曲目から順に全
楽曲再生した後、次の再生順番に指定されている楽曲の再生に移行する。
【００５１】
一方、楽曲再生処理部１３は、記録位置情報Ｔとしてトラック番号（ Track No.）やチャ
プター番号（ Chapter No.）を示す番号が記録されていると、項目「開始位置」に指定さ
れている記録位置情報Ｔと項目「終了位置」に指定されている記録位置情報Ｔの大小関係
を特定する。
すなわち、楽曲再生処理部１３は、項目「開始位置」に指定されている記録位置情報Ｔと
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項目「終了位置」に指定されている記録位置情報Ｔのいずれが大きいか、或いは同一であ
るかを判別する。
【００５２】
楽曲再生処理部１３は、項目「開始位置」に指定されている記録位置情報Ｔと項目「終了
位置」に指定されている記録位置情報Ｔとが同一であると判別すると、この再生順番にお
いて１曲の楽曲だけを再生するとして、指定された記録位置情報Ｔにより特定される楽曲
を記録媒体ＲＭから再生する。
【００５３】
一方、楽曲再生処理部１３は、項目「終了位置」に指定されている記録位置情報Ｔと項目
「開始位置」に指定されている記録位置情報Ｔとが異なっている場合には、この再生順番
において複数の楽曲を再生するとして、項目「開始位置」に指定されている記録位置情報
Ｔと項目「終了位置」に指定されている記録位置情報Ｔのいずれが大きいかを判別する。
【００５４】
楽曲再生処理部１３は、項目「終了位置」に指定されている記録位置情報Ｔが項目「開始
位置」に指定されている記録位置情報Ｔより大きいと判別すると、記録位置情報Ｔが増加
する順に楽曲を再生するとして、記録媒体ＲＭから順次楽曲を再生する。すなわち、楽曲
再生処理部１３は、項目「開始位置」に指定されている記録位置情報Ｔにより特定される
楽曲から項目「終了位置」に指定されている記録位置情報Ｔにより特定される楽曲までを
、記録位置情報Ｔが増加する順に従って順次再生する。
【００５５】
一方、楽曲再生処理部１３は、項目「開始位置」に指定されている記録位置情報Ｔが項目
「開始位置」に指定されている記録位置情報Ｔより大きいと判別すると、記録位置情報Ｔ
が減少する順に楽曲を再生するとして、記録媒体ＲＭから順次楽曲を再生する。すなわち
、楽曲再生処理部１３は、項目「開始位置」に指定されている記録位置情報Ｔにより特定
される楽曲から項目「終了位置」に指定されている記録位置情報Ｔにより特定される楽曲
までを、記録位置情報Ｔが減少する順に従って順次再生する。
【００５６】
例えば、図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０を作成した後、キー入力部１０から楽
曲の再生を開始する旨の指示が入力されると、楽曲再生処理部１３は、プログラム表５０
を読み取って、プログラム表５０により規定される順序での楽曲の再生を開始する。
【００５７】
図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、項目「再生順序」が”１”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０１”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”０１”が、項目「終了位置」に番号”０４”がそれぞれ指定されている。
楽曲再生処理部１３は、項目「終了位置」に指定されている記録位置情報Ｔが項目「開始
位置」に指定されている記録位置情報Ｔよりも大きいことから、記録媒体ＲＭに記録され
ている楽曲を、記録位置情報Ｔが増加する順に再生すると判別する。
そして、楽曲再生処理部１３は、１番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０１
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”０１”から
”０４”までのものを記録位置情報Ｔが増加する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
これにより、１つの再生順番に対して一括して指定された複数の楽曲を、トラック番号や
チャプター番号といった記録位置を示す記録位置情報Ｔが増加する順に順次再生すること
ができる。
【００５８】
楽曲再生処理部１３は、図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０の項目「再生順序」が
”１”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”２”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００５９】
図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、項目「再生順序」が”２”である欄に対応する
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格納位置情報Ｄとして番号”０２”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”０５”が、項目「終了位置」に番号”０８”がそれぞれ指定されている。
そこで、楽曲再生処理部１３は、２番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０２
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”０５”から
”０８”までのものを記録位置情報Ｔが増加する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
【００６０】
楽曲再生処理部１３は、図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０の項目「再生順序」が
”２”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”３”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００６１】
図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、項目「再生順序」が”３”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０３”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”１５”が、項目「終了位置」に番号”１３”がそれぞれ指定されている。
楽曲再生処理部１３は、項目「開始位置」に指定されている記録位置情報Ｔが項目「終了
位置」に指定されている記録位置情報Ｔよりも大きいことから、記録媒体ＲＭに記録され
ている楽曲を記録位置情報Ｔが減少する順に再生すると判別する。
そして、楽曲再生処理部１３は、３番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０３
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”１３”から
”１５”までのものを記録位置情報Ｔが減少する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
これにより、１つの再生順番に対して一括して指定された複数の楽曲を、トラック番号や
チャプター番号といった記録位置を示す記録位置情報Ｔが減少する順に順次再生すること
ができる。
【００６２】
楽曲再生処理部１３は、図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０の項目「再生順序」が
”３”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”４”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００６３】
図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、項目「再生順序」が”４”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０４”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”１１”が、項目「終了位置」に番号”０９”がそれぞれ指定されている。
そこで、楽曲再生処理部１３は、４番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０４
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”０９”から
”１１”までのものを記録位置情報Ｔが減少する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
【００６４】
楽曲再生処理部１３は、図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０の項目「再生順序」が
”４”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”５”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００６５】
図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、項目「再生順序」が”５”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０５”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」及び項目「終了位置」に同一の番号”１０”が指定されている。
楽曲再生処理部１３は、項目「開始順序」に指定されている記録位置情報Ｔと項目「終了
位置」に指定されている記録位置情報Ｔとが同一であることから、この再生順番では１曲
の楽曲だけを再生すると判別する。
そして、楽曲再生処理部１３は、５番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０５
”である記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”１０”であるも
のを特定し、記録媒体ＲＭからその楽曲を再生する。
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【００６６】
次に、楽曲再生処理部１３は、図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０の項目「再生順
序」が”６”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００６７】
図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、項目「再生順序」が”６”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０６”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」及び項目「終了位置」に同一の番号”１２”が指定されている。
そこで、楽曲再生処理部１３は、６番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０６
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”１２”であ
るものを特定し、記録媒体ＲＭからその楽曲を再生する。
【００６８】
次に、楽曲再生処理部１３は、図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０の項目「再生順
序」が”７”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００６９】
図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、項目「再生順序」が”７”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０７”が指定され、項目「開始位置」及び項目「終了位置」
には”ＮＵＬＬ”が指定されている。
楽曲再生処理部１３は、項目「開始位置」及び項目「終了位置」が共に”ＮＵＬＬ”であ
ることから、この再生順番では、格納位置情報Ｄにより示される記録媒体ＲＭに記録され
ている全ての楽曲を再生すると判別する。
そして、楽曲再生処理部１３は、７番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０７
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている全ての楽曲を、１曲目の楽曲から順次特定し
、記録媒体ＲＭにアクセスして楽曲を再生する。
【００７０】
楽曲再生処理部１３は、図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０の項目「再生順序」が
”７”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”８”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００７１】
図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、項目「再生順序」が”８”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０８”が指定され、項目「開始位置」及び項目「終了位置」
には”ＮＵＬＬ”が指定されている。
そこで、楽曲再生処理部１３は、８番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０８
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている全ての楽曲を、１曲目の楽曲から順次特定し
、記録媒体ＲＭにアクセスして楽曲を再生する。
【００７２】
楽曲再生処理部１３は、図２（ｂ）に示すようなプログラム表５０の項目「再生順序」が
”８”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”９”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
しかし、図２（ｂ）に示すプログラム表５０では、項目「再生順序」が”９”である欄に
対応する格納位置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔが指定されていないことから、楽曲再生処理
部１３は、指定された楽曲を全て再生したとして、楽曲の再生を終了する。
【００７３】
以上説明したように、この発明によれば、記録媒体ＲＭに記録されている楽曲等の情報の
再生順序を、トラック番号やチャプター番号等の情報が記録されている位置を示す格納位
置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔにより１つの再生順番に対して複数指定することができる。
そして、この複数指定した楽曲を記録位置情報Ｔが増加する順又は減少する順に順次再生
することができる。
これにより、記録媒体ＲＭに記録されている楽曲等の情報の再生手順を簡単に設定するこ
とができる。
【００７４】
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上記第１の実施の形態では、トラック番号やチャプター番号等の記録位置情報Ｔが連続す
る楽曲を記録位置情報Ｔに従って順次再生する際に、設定を簡単に行うことができた。
しかし、同一の楽曲を複数の回数だけ繰り返し再生させる場合には、従来通り１つの再生
順番に対して１回分の楽曲の再生を指定しなければならず、手間が掛かる。
そこで、同一の楽曲を複数の回数だけ繰り返し再生する設定を簡単にする、この発明の第
２の実施の形態に係る楽曲再生装置について説明する。
【００７５】
この発明の第２の実施の形態に係る楽曲再生装置は、上記第１の実施の形態に係る楽曲再
生装置１００と同一の構成を有している。
ただし、プログラム処理部１２は、プログラム表５０に代えて、図３（ａ），（ｂ）に示
すようなプログラム表６０を作成してプログラム記憶部２０に記憶する。
【００７６】
プログラム表６０は、上記第１の実施の形態におけるプログラム表５０が備える項目に加
え、項目「リピート設定」を備えている。
【００７７】
プログラム表６０が備える項目「リピート設定」は、楽曲再生処理部１３が項目「再生順
序」に示された再生順番にて再生する楽曲を繰り返し再生する回数を示す。そして、楽曲
再生処理部１３は、キー入力部１０が備える「再生キー」（図示せず）が押下され、記録
媒体ＲＭに記録された楽曲を再生する指示を受けると、各再生順番にて再生する楽曲を特
定すると共に、各楽曲を繰り返し再生する回数を、項目「リピート設定」を参照すること
により特定する。
【００７８】
このような再生を可能とするため、例えば、格納位置情報Ｄが”０１”で示される記録媒
体ＲＭに記録されている楽曲のうち、トラック番号やチャプター番号といった記録位置情
報Ｔが”０１”から”０４”までのものを記録位置情報Ｔが増加する順に３回だけ繰り返
し再生（リピート再生）させる場合には、ユーザは、プログラム表６０に、図３（ａ）に
示すような設定をする。すなわち、ユーザは、キー入力部１０により、格納位置情報Ｄと
して”０１”を設定した後、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置」に”０１”を、項
目「終了位置」に”０４”をそれぞれ指定する。さらに、項目「リピート設定」に”３”
を設定する。
【００７９】
この際、プログラム処理部１２は、キー入力部１０により、ある再生順番に対する格納位
置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔが指定された後、この楽曲を繰り返し再生する回数の設定に
移行すると、項目「リピート設定」に、デフォルト値として”１”を設定する。
【００８０】
なお、項目「リピート設定」の初期状態は”ｏｆｆ”で、リピート再生を行わないことを
示し、楽曲を繰り返し再生する回数が設定されなければ、項目「リピート設定」には”ｏ
ｆｆ”が設定されたままとなる。プログラム処理部１２は、このように項目「リピート設
定」に”ｏｆｆ”が指定されたままで、プログラム表６０に示される次の再生順番に対す
る格納位置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔを指定することができる。
ただし、プログラム処理部１２は、項目「リピート設定」の設定に移行した場合にも、楽
曲を繰り返し再生する回数として”ｏｆｆ”を設定して、リピート再生を行わないように
指定することもできる。
【００８１】
また、プログラム処理部１２は、キー入力部１０からの指示により、記録位置情報Ｔを設
定することなく項目「リピート設定」の設定或いは次の再生順番の楽曲についての設定に
移行すると、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置」及び項目「終了位置」に”ＮＵＬ
Ｌ”を設定する。この場合、楽曲再生処理部１３は、楽曲を再生する際、この再生順番に
対して指定された格納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに記録されている全ての
楽曲が指定されたものと判別する。そして、楽曲再生処理部１３は、その格納位置情報Ｄ
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により特定された記録媒体ＲＭに記録されている楽曲を、１曲目から順に全楽曲を再生し
た後、次の再生順番に指定されている楽曲の再生に移行する。
【００８２】
なお、記録位置情報Ｔが”ＮＵＬＬ”である再生順番に対応する項目「リピート設定」に
”ｏｆｆ”以外が設定されている場合には、楽曲再生処理部１３は、格納位置情報Ｄによ
り特定された記録媒体ＲＭに記録されている全楽曲の再生が終了する毎に、１曲目の再生
にリターンして、指定されている回数だけ繰り返し再生（全曲リピート再生）する。
【００８３】
また、記録位置情報Ｔとして”ＮＵＬＬ”を設定するのに代えて、項目「開始位置」に”
１”を設定し、項目「終了位置」に、格納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに記
録されている最後の楽曲を示す記録位置情報Ｔ（最終曲のトラック番号等）を設定するよ
うにしてもよい。
【００８４】
以上を前提として、プログラム処理部１２は、キー入力部１０からの指示に応じて、例え
ば図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０を作成したものとする。プログラム処理部１
２は、作成したプログラム表６０を、プログラム記憶部２０に記憶しておく。そして、キ
ー入力部１０が備える「再生キー」（図示せず）が押下されて楽曲の再生が指示されると
、プログラム処理部１２は、プログラム記憶部２０に記憶されているプログラム表６０を
読み出し、楽曲の再生順序を規定するプログラムとして楽曲再生処理部１３に提供する。
【００８５】
楽曲再生処理部１３は、プログラム処理部１２から受けたプログラム表６０の項目「再生
順序」が”１”である欄に対応する格納位置情報Ｄ、記録位置情報Ｔ及び項目「リピート
設定」を順次読み取って、再生する楽曲を特定し、指定された記録媒体ＲＭから楽曲を再
生する。
【００８６】
例えば、図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０を作成した後、キー入力部１０から楽
曲の再生を開始する旨の指示が入力されると、楽曲再生処理部１３は、プログラム表６０
を読み取って、プログラム表６０により規定される順序での楽曲の再生を開始する。
【００８７】
図３（ｂ）に示すプログラム表６０では、項目「再生順序」が”１”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０１”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”０１”が、項目「終了位置」に番号”０４”がそれぞれ指定されている。また
、項目「リピート設定」には、リピート回数”３”が指定されている。
【００８８】
楽曲再生処理部１３は、項目「終了位置」に指定されている記録位置情報Ｔが項目「開始
位置」に指定されている記録位置情報Ｔよりも大きいことから、記録媒体ＲＭに記録され
ている楽曲を、記録位置情報Ｔが増加する順に再生すると判別する。
そして、楽曲再生処理部１３は、１番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０１
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”０１”から
”０４”までのものを記録位置情報Ｔが増加する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
【００８９】
さらに、楽曲再生処理部１３は、項目「リピート設定」にリピート回数”３”が指定され
ていることから、記録位置情報Ｔが”０１”から”０４”までの楽曲を記録位置情報Ｔが
増加する順に３回繰り返し再生する。
これにより、１つの再生順番に対して指定された複数の楽曲を、トラック番号やチャプタ
ー番号といった記録位置を示す記録位置情報Ｔが増加する順に順次再生し、さらに、指定
されたリピート回数だけ繰り返し再生することができる。
【００９０】
楽曲再生処理部１３は、図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０の項目「再生順序」が
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”１”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”２”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００９１】
図３（ｂ）に示すプログラム表６０では、項目「再生順序」が”２”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０２”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”０５”が、項目「終了位置」に番号”０８”がそれぞれ指定されている。また
、項目「リピート設定」には、リピート再生を行わない旨を示す”ｏｆｆ”が指定されて
いる。
そこで、楽曲再生処理部１３は、２番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０２
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”０５”から
”０８”までのものを記録位置情報Ｔが増加する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
【００９２】
楽曲再生処理部１３は、項目「リピート設定」に”ｏｆｆ”が指定されていることから、
リピート再生は行わず、項目「再生順序」が”２”である欄に対応する楽曲の再生を終了
する。
【００９３】
次に、楽曲再生処理部１３は、図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０の項目「再生順
序」が”３”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００９４】
図３（ｂ）に示すプログラム表６０では、項目「再生順序」が”３”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０３”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”１５”が、項目「終了位置」に番号”１３”がそれぞれ指定されている。また
、項目「リピート設定」には、リピート回数”４”が指定されている。
【００９５】
楽曲再生処理部１３は、項目「開始位置」に指定されている記録位置情報Ｔが項目「終了
位置」に指定されている記録位置情報Ｔよりも大きいことから、記録媒体ＲＭに記録され
ている楽曲を記録位置情報Ｔが減少する順に再生すると判別する。
そして、楽曲再生処理部１３は、３番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０３
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”１３”から
”１５”までのものを記録位置情報Ｔが減少する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
【００９６】
さらに、楽曲再生処理部１３は、項目「リピート設定」にリピート回数”４”が指定され
ていることから、記録位置情報Ｔが”１３”から”１５”までの楽曲を記録位置情報Ｔが
減少する順に４回繰り返し再生する。
これにより、１つの再生順番に対して一括して指定された複数の楽曲を、トラック番号や
チャプター番号といった記録位置を示す記録位置情報Ｔが減少する順に順次再生し、さら
に、指定されたリピート回数だけ繰り返し再生することができる。
【００９７】
楽曲再生処理部１３は、図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０の項目「再生順序」が
”３”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”４”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【００９８】
図３（ｂ）に示すプログラム表６０では、項目「再生順序」が”４”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０４”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”１１”が、項目「終了位置」に番号”０９”がそれぞれ指定されている。また
、項目「リピート設定」には、リピート再生を行わない旨を示す”ｏｆｆ”が指定されて
いる。
そこで、楽曲再生処理部１３は、４番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０４
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”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”０９”から
”１１”までのものを記録位置情報Ｔが減少する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
【００９９】
楽曲再生処理部１３は、項目「リピート設定」に”ｏｆｆ”が指定されていることから、
リピート再生は行わず、項目「再生順序」が”４”である欄に対応する楽曲の再生を終了
する。
【０１００】
次に、楽曲再生処理部１３は、図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０の項目「再生順
序」が”５”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１０１】
図３（ｂ）に示すプログラム表６０では、項目「再生順序」が”５”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０５”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」及び項目「終了位置」に同一の番号”１０”が指定されている。また、項目「リピート
設定」には、リピート回数”２”が指定されている。
【０１０２】
楽曲再生処理部１３は、項目「開始順序」に指定されている記録位置情報Ｔと項目「終了
位置」に指定されている記録位置情報Ｔとが同一であることから、この再生順番では１曲
の楽曲だけを再生すると判別する。
そして、楽曲再生処理部１３は、５番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０５
”である記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”１０”であるも
のを特定し、記録媒体ＲＭからその楽曲を再生する。
【０１０３】
さらに、楽曲再生処理部１３は、項目「リピート設定」にリピート回数”２”が指定され
ていることから、記録位置情報Ｔが”１０”である楽曲のみを２回繰り返し再生する。
これにより、１つの再生順番に対して指定された１曲の楽曲のみを繰り返し再生する１曲
リピートを行うことができる。
【０１０４】
次に、楽曲再生処理部１３は、図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０の項目「再生順
序」が”６”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１０５】
図３（ｂ）に示すプログラム表６０では、項目「再生順序」が”６”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０６”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」及び項目「終了位置」に同一の番号”１２”が指定されている。また、項目「リピート
設定」には、リピート再生を行わない旨を示す”ｏｆｆ”が指定されている。
そこで、楽曲再生処理部１３は、６番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０６
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”１２”であ
るものを特定し、記録媒体ＲＭからその楽曲を再生する。
【０１０６】
楽曲再生処理部１３は、項目「リピート設定」に”ｏｆｆ”が指定されていることから、
リピート再生は行わず、項目「再生順序」が”６”である欄に対応する楽曲の再生を終了
する。
【０１０７】
次に、楽曲再生処理部１３は、図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０の項目「再生順
序」が”７”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１０８】
図３（ｂ）に示すプログラム表６０では、項目「再生順序」が”７”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０７”が指定され、項目「開始位置」及び項目「終了位置」
には”ＮＵＬＬ”が指定されている。また、項目「リピート設定」には、リピート回数”
１”が指定されている。
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【０１０９】
楽曲再生処理部１３は、項目「開始位置」及び項目「終了位置」が共に”ＮＵＬＬ”であ
ることから、この再生順番では、格納位置情報Ｄにより示される記録媒体ＲＭに記録され
ている全ての楽曲を再生すると判別する。
そして、楽曲再生処理部１３は、７番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０７
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている全ての楽曲を、１曲目の楽曲から順次特定し
、記録媒体ＲＭにアクセスして楽曲を再生する。
【０１１０】
さらに、楽曲再生処理部１３は、項目「リピート設定」にリピート回数”１”が指定され
ていることから、格納位置情報Ｄが”０７”で示される記録媒体ＲＭに記録されている全
ての楽曲を１曲目から順に１回繰り返し再生する。
これにより、１つの再生順番に対して格納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに記
録されている全楽曲を１曲目から順に再生し、さらに、指定されたリピート回数だけ繰り
返し再生（全曲リピート）することができる。
【０１１１】
楽曲再生処理部１３は、図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０の項目「再生順序」が
”７”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”８”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１１２】
図３（ｂ）に示すプログラム表６０では、項目「再生順序」が”８”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０８”が指定され、項目「開始位置」及び項目「終了位置」
には”ＮＵＬＬ”が指定されている。また、項目「リピート設定」には、リピート再生を
行わない旨を示す”ｏｆｆ”が指定されている。
そこで楽曲再生処理部１３は、８番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０８”
で示される記録媒体ＲＭに記録されている全ての楽曲を、１曲目の楽曲から順次特定し、
記録媒体ＲＭにアクセスして楽曲を再生する。
【０１１３】
楽曲再生処理部１３は、項目「リピート設定」に”ｏｆｆ”が指定されていることから、
リピート再生は行わず、項目「再生順序」が”８”である欄に対応する楽曲の再生を終了
する。
【０１１４】
楽曲再生処理部１３は、図３（ｂ）に示すようなプログラム表６０の項目「再生順序」が
”８”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”９”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
しかし、図３（ｂ）に示すプログラム表６０では、項目「再生順序」が”９”である欄に
対応する格納位置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔが指定されていないことから、楽曲再生処理
部１３は、指定された楽曲を全て再生したとして、楽曲の再生を終了する。
【０１１５】
以上説明したように、項目「リピート設定」を備えたプログラム表６０を用いて楽曲の再
生手順を設定することにより、上記第１の実施の形態で指定した楽曲を繰り返し再生させ
る場合にも、簡単な設定で再生手順を指定することができる。
これにより、１つの再生順番に対して複数の楽曲を簡単に指定できると共に、指定した楽
曲を簡単な設定で繰り返し再生することができる。
【０１１６】
ところで、通常、このような楽曲再生装置には、乱数を発生させて再生する楽曲の曲番を
指定することにより、楽曲をランダムに再生することができるものがある。
しかし、従来の楽曲再生装置は、１つの記録媒体ＲＭに記録された全ての楽曲、或いはチ
ェンジャー等にセットされた複数の記録媒体ＲＭに記録されている全ての楽曲のうちから
ランダムに選択して再生することしかできなかった。
そこで、記録媒体ＲＭに記録されている複数の楽曲のうち所定の条件を満たすものからラ
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ンダムに楽曲を選択して再生するこの発明の第３の実施の形態に係る楽曲再生装置につい
て説明する。
【０１１７】
この発明の第３の実施の形態に係る楽曲再生装置は、上記第１及び第２の実施の形態に係
る楽曲再生装置と同一の構成を有している。
ただし、プログラム処理部１２は、プログラム表５０，６０に代えて図４（ａ），（ｂ）
に示すようなプログラム表７０を作成し、プログラム記憶部２０に記憶する。
【０１１８】
プログラム表７０は、上記第１の実施の形態におけるプログラム表５０が備える項目に加
え、項目「ランダム設定」を備えている。
【０１１９】
プログラム表７０が備える項目「ランダム設定」は、項目「再生順序」に対応して指定さ
れた格納位置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔにより特定される複数（または、単一）の楽曲の
うちからランダムに選択して再生する回数を示す。そして、楽曲再生処理部１３は、キー
入力部１０が備える「再生キー」（図示せず）が押下され、記録媒体ＲＭに記録された楽
曲の再生を開始する旨の指示を受けると、各再生順番にて再生する楽曲を特定し、特定し
た楽曲からランダムに選択して再生する回数を、項目「ランダム設定」を参照することに
より特定する。
【０１２０】
このような再生を可能とするため、例えば、格納位置情報Ｄが”０１”で示される記録媒
体ＲＭに記録されている楽曲のうち、トラック番号やチャプター番号といった記録位置情
報Ｔが”０１”から”０４”までのもののうちから３回だけランダムに選択して再生する
場合には、プログラム表７０に、図４（ａ）に示すような設定をする。すなわち、ユーザ
は、キー入力部１０により、格納位置情報Ｄとして”０１”を設定した後、記録位置情報
Ｔとして、項目「開始位置」に”０１”を、項目「終了位置」に”０４”をそれぞれ指定
する。さらに、項目「ランダム設定」には、ランダムに選択する回数として”３”を設定
する。
【０１２１】
この際、プログラム処理部１２は、キー入力部１０により、ある再生順番に対する格納位
置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔが指定された後、指定された楽曲からランダムに選択して再
生する回数の設定に移行すると、項目「ランダム設定」に、デフォルト値として”１”を
設定する。
【０１２２】
なお、項目「ランダム設定」の初期状態は”ｏｆｆ”で、ランダム再生を行わないことを
示し、ランダムに再生する回数を設定されなければ、項目「ランダム設定」には”ｏｆｆ
”が指定されたままとなる。プログラム処理部１２は、このように項目「ランダム設定」
に”ｏｆｆ”が指定されたままで、プログラム表７０に示される次の再生順番に対する格
納位置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔを指定することができる。
ただし、プログラム処理部１２は、項目「ランダム設定」の設定に移行した場合にも、楽
曲をランダムに選択して再生する回数として”ｏｆｆ”を設定して、ランダム再生を行わ
ないように指定することもできる。
【０１２３】
また、プログラム処理部１２は、キー入力部１０からの指示により、記録位置情報Ｔを設
定することなく項目「ランダム設定」の設定或いは次の再生順番の楽曲についての設定に
移行すると、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置」及び項目「終了位置」に”ＮＵＬ
Ｌ”を設定する。この場合、楽曲再生処理部１３は、楽曲を再生する際、この再生順番に
対して指定された格納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに記録されている全ての
楽曲が指定されたものと判別する。そして、楽曲再生処理部１３は、その格納位置情報Ｄ
により特定された記録媒体ＲＭに記録されている全楽曲を対象としてランダム再生を行っ
たり（項目「ランダム設定」が”ｏｆｆ”以外の場合）、１曲目から順に全楽曲再生した
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りする（項目「ランダム設定」が”ｏｆｆ”の場合）。この後、次の再生順番において指
定されている楽曲を再生する。
【０１２４】
なお、記録位置情報Ｔとして”ＮＵＬＬ”を設定するのに代えて、項目「開始位置」に”
１”を設定し、項目「終了位置」に、格納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに記
録されている最後の楽曲を示す記録位置情報Ｔ（最終曲のトラック番号等）を設定するよ
うにしてもよい。
【０１２５】
以上を前提として、プログラム処理部１２は、キー入力部１０からの指示に応じて、例え
ば図４（ｂ）に示すようなプログラム表７０を作成したものとする。プログラム処理部１
２は、作成したプログラム表７０を、プログラム記憶部２０に記憶しておく。そして、キ
ー入力部１０が備える「再生キー」（図示せず）が押下されて楽曲の再生が指示されると
、プログラム処理部１２は、プログラム記憶部２０に記憶されているプログラム表７０を
読み出し、楽曲の再生順序を規定するプログラムとして楽曲再生処理部１３に提供する。
【０１２６】
楽曲再生処理部１３は、プログラム処理部１２から受けたプログラム表７０の項目「再生
順序」が”１”である欄に対応する格納位置情報Ｄ、記録位置情報Ｔ及び項目「ランダム
設定」を順次読み取って、再生する楽曲を特定し、指定された記録媒体ＲＭから楽曲を再
生する。
【０１２７】
例えば、図４（ｂ）に示すようなプログラム表７０を作成した後、キー入力部１０から楽
曲の再生を開始する旨の指示が入力されると、楽曲再生処理部１３は、プログラム表７０
を読み取って、プログラム表７０により規定される順序での楽曲の再生を開始する。
【０１２８】
図４（ｂ）に示すプログラム表７０では、項目「再生順序」が”１”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０１”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”０１”が、項目「終了位置」に番号”０４”がそれぞれ指定されている。また
、項目「ランダム設定」には、ランダム再生回数”３”が指定されている。
【０１２９】
そこで、楽曲再生処理部１３は、格納位置情報Ｄが”０１”で示される記録媒体ＲＭに記
録されている楽曲で、記録位置情報Ｔが”０１”から”０４”までのもののうちからラン
ダムに３回選択したものが、１番目に再生する情報となることを特定し、順次記録媒体Ｒ
Ｍにアクセスして楽曲を再生する。
これにより、１つの再生順番に対して指定された複数の楽曲のうちから、所定の回数だけ
ランダムに選択したものを再生することができる。
【０１３０】
楽曲再生処理部１３は、３回ランダムに選択した楽曲の再生が終了すると、図４（ｂ）に
示すプログラム表７０の項目「再生順序」が”２”である欄に対応する格納位置情報Ｄと
記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１３１】
図４（ｂ）に示すプログラム表７０では、項目「再生順序」が”２”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０２”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”０５”が、項目「終了位置」に番号”０８”がそれぞれ指定されている。また
、項目「ランダム設定」には、ランダム再生を行わない旨を示す”ｏｆｆ”が指定されて
いる。
そこで、楽曲再生処理部１３は、２番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０２
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”０５”から
”０８”までのものを記録位置情報Ｔが増加する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
【０１３２】
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次に、楽曲再生処理部１３は、図４（ｂ）に示すようなプログラム表７０の項目「再生順
序」が”３”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１３３】
図４（ｂ）に示すプログラム表７０では、項目「再生順序」が”３”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０３”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”１５”が、項目「終了位置」に番号”１３”がそれぞれ指定されている。また
、項目「ランダム設定」には、ランダム再生回数”４”が指定されている。
【０１３４】
そこで、楽曲再生処理部１３は、格納位置情報Ｄが”０３”で示される記録媒体ＲＭに記
録されている楽曲で、記録位置情報Ｔが”１３”から”１５”までのもののうちからラン
ダムに４回選択したものが、３番目に再生する情報となることを特定し、順次記録媒体Ｒ
Ｍにアクセスして楽曲を再生する。
これにより、項目「開始位置」に項目「終了位置」よりも大きな番号を示す記録位置情報
Ｔを指定した場合にも、指定された複数の楽曲のうちから所定の回数だけランダムに選択
したものを再生することができる。
【０１３５】
楽曲再生処理部１３は、図４（ｂ）に示すようなプログラム表７０の項目「再生順序」が
”３”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”４”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１３６】
図４（ｂ）に示すプログラム表７０では、項目「再生順序」が”４”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０４”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」に番号”１１”が、項目「終了位置」に番号”０９”がそれぞれ指定されている。また
、項目「ランダム設定」には、ランダム再生を行わない旨を示す”ｏｆｆ”が指定されて
いる。
そこで、楽曲再生処理部１３は、４番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０４
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”０９”から
”１１”までのものを記録位置情報Ｔが減少する順に順次特定し、記録媒体ＲＭにアクセ
スして楽曲を再生する。
【０１３７】
次に、楽曲再生処理部１３は、図４（ｂ）に示すようプログラム表７０の項目「再生順序
」が”５”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１３８】
図４（ｂ）に示すプログラム表７０では、項目「再生順序」が”５”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０５”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」及び項目「終了位置」に同一の番号”１０”が指定されている。また、項目「ランダム
設定」には、ランダム再生回数”２”が指定されている。
【０１３９】
楽曲再生処理部１３は、項目「開始順序」に指定されている記録位置情報Ｔと項目「終了
位置」に指定されている記録位置情報Ｔとが同一であることから、この再生順番では１曲
の楽曲だけを再生すると判別する。
【０１４０】
そこで、楽曲再生処理部１３は、項目「ランダム設定」にランダム再生回数”２”が指定
されていることから、記録位置情報Ｔが”１０”である楽曲のみを２回繰り返し再生する
。
これにより、１つの再生順番に対して１曲の楽曲のみを指定した場合には、ランダム再生
回数を設定することにより指定された楽曲を繰り返し再生する１曲リピートを行うことが
できる。
【０１４１】
次に、楽曲再生処理部１３は、図４（ｂ）に示すようなプログラム表７０の項目「再生順
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序」が”６”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１４２】
図４（ｂ）に示すプログラム表７０では、項目「再生順序」が”６”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０６”が指定され、記録位置情報Ｔとして、項目「開始位置
」及び項目「終了位置」に同一の番号”１２”が指定されている。また、項目「ランダム
設定」には、ランダム再生を行わない旨を示す”ｏｆｆ”が指定されている。
そこで、楽曲再生処理部１３は、６番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０６
”で示される記録媒体ＲＭに記録されている楽曲のうち、記録位置情報Ｔが”１２”であ
るものを特定し、記録媒体ＲＭからその楽曲を再生する。
【０１４３】
楽曲再生処理部１３は、項目「ランダム設定」に”ｏｆｆ”が指定されていることから、
ランダム再生は行わず、項目「再生順序」が”６”である欄に対応する楽曲の再生を終了
する。
【０１４４】
次に、楽曲再生処理部１３は、図４（ｂ）に示すようなプログラム表７０の項目「再生順
序」が”７”である欄に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１４５】
図４（ｂ）に示すプログラム表７０では、項目「再生順序」が”７”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０７”が指定され、項目「開始位置」及び項目「終了位置」
には”ＮＵＬＬ”が指定されている。また、項目「ランダム設定」には、ランダム再生回
数”１”が指定されている。
【０１４６】
そこで、楽曲再生処理部１３は、格納位置情報Ｄが”０７”で示される記録媒体ＲＭに記
録されている全ての楽曲からランダムに１回選択したものが、７番目に再生する情報とな
ることを特定し、記録媒体ＲＭにアクセスして楽曲を再生する。
これにより、１つの再生順番において、格納位置情報Ｄにより特定される記録媒体ＲＭに
記録されている全楽曲から、所定の回数だけランダムに選択したものを再生することがで
きる。
【０１４７】
楽曲再生処理部１３は、図４（ｂ）に示すようなプログラム表７０の項目「再生順序」が
”７”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”８”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
【０１４８】
図４（ｂ）に示すプログラム表７０では、項目「再生順序」が”８”である欄に対応する
格納位置情報Ｄとして番号”０８”が指定され、項目「開始位置」及び項目「終了位置」
には”ＮＵＬＬ”が指定されている。また、項目「ランダム設定」には、ランダム再生を
行わない旨を示す”ｏｆｆ”が指定されている。
そこで楽曲再生処理部１３は、８番目に再生する情報として、格納位置情報Ｄが”０８”
で示される記録媒体ＲＭに記録されている全ての楽曲を、１曲目の楽曲から順次特定し、
記録媒体ＲＭにアクセスして楽曲を再生する。
【０１４９】
楽曲再生処理部１３は、図４（ｂ）に示すようなプログラム表７０の項目「再生順序」が
”８”である欄に対応する楽曲の再生が終了すると、項目「再生順序」が”９”である欄
に対応する格納位置情報Ｄと記録位置情報Ｔを読み取る。
しかし、図４（ｂ）に示すプログラム表７０では、項目「再生順序」が”９”である欄に
対応する格納位置情報Ｄ及び記録位置情報Ｔが指定されていないことから、楽曲再生処理
部１３は、指定された楽曲を全て再生したとして、楽曲の再生を終了する。
【０１５０】
以上説明したように、項目「ランダム設定」を備えたプログラム表７０を用いて楽曲の再
生順序を設定することにより、記録媒体ＲＭに記録されている複数の楽曲のうち所定の条

10

20

30

40

50

(20) JP 3639474 B2 2005.4.20



件を満たすものからランダムに選択した楽曲を簡単な設定で再生することができる。また
、これにより、記録媒体ＲＭに記録された情報をより柔軟に再生することができる。
【０１５１】
この発明は、楽曲の再生に限定されず、様々な情報の再生に応用可能である。例えば、映
像情報を記録した記録媒体から映像を再生する際に、再生順序を指定して映像の再生を行
う場合にも適用可能である。
【０１５２】
【発明の効果】
以上の説明のように、この発明は、１つの再生順番にて複数の連続する情報の再生を一括
して指定したり、所定の情報を繰り返し再生する回数を指定したりすることができる。こ
れにより、記録媒体に記録された情報の再生順序を簡単に設定することができる。
また、所定の条件を満たす情報のうちからランダムに選択した情報を再生することができ
る。これにより、記録媒体に記録された情報のより柔軟な再生を簡単な設定で行うことが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態に係る楽曲再生装置の構成を示す図である。
【図２】プログラム表の一例を示す図である。
【図３】プログラム表の一例を示す図である。
【図４】プログラム表の一例を示す図である。
【符号の説明】
１０　　キー入力部
１１　　表示部
１２　　プログラム処理部
１３　　楽曲再生処理部
２０　　プログラム記憶部
５０，６０，７０　　プログラム表
１００　　楽曲再生装置
ＲＭ　　記録媒体
Ｄ　　　格納位置情報
Ｔ　　　記録位置情報
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(22) JP 3639474 B2 2005.4.20



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０３－０６９０８２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－１２４３６４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－０１４３６５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０１－１４４２８４（ＪＰ，Ａ）
              実開平０３－０４５２８２（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              G11B 27/10

(23) JP 3639474 B2 2005.4.20


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

